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＜連絡事項＞
・入院時の対応の際は退院先だけでなく申込済み施設等も確認するようにしてください。

＜東病棟入室状況＞
【部屋移動】
・道合　睦夫様～東C4号室→東A13号室
・三村　れい子様～東A13→東C4号室（電カル上）

＜患者様連絡事項＞
・江渡　保子様～本日、父様・スタッフ付き添いのもと室岡整形病院を受診。手背挫傷の診断となる。骨折所見なし。消炎鎮痛剤の軟膏が処方となり、軟膏を塗ってマッサージするようにとのこと。

・二部　定男様～内科種市病院へ転院の件で進めていたが、内科種市病院連携室東氏より、1、2階の入院患者やスタッフともにコロナ罹患者が拡大していることから9月いっぱいの受け入れ目途が立たなくなってしまったとの情報あり。入院待機が5名程度あることや、八戸市立市民病院からの転院患者を優先して受け入れることになったことから、受け入れは難しいとのこと。今後はその旨御家族に説明していく必要があり主治医を含め今後の方針を再確認していくこととした。

・上川原　豊様～青明舎、五福、PSW,病棟看護師、本人、姉が参加し、ケア会議を行っている。これまでの流れを確認。今後確実に姉の協力のもと固定電話が繋がるのを確認し、外泊訓練を実施。その際訪問看護も合流。実際やってみての振り返りを行い9月中の退院に繋げていく。

・松山　繁様～食事形態をハーフ・メイバランスミニ、キザミに変更している。

・東野　愛様～ゼプリオン水懸筋注１００ｍｇを右肩に施行、次回投与日9/28（木）左肩予定。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。開放後、他室侵入や他者の私物弄りあり介入後も自制出来ない為、早めに開放観察終了している。隔離後、逸脱行為なし。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察・看護介入し、早期の処遇改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。独語・放歌目立たず静穏。対面時、妄想言動や攻撃性なし。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察・看護介入し、早期の処遇改善を目指していく。

・中川原佳宏様～終日隔離中。配膳後、お膳をひっくり返す様子や回収の為、訪室すると飛び出し行為あり。介入にて自室に戻られるが断続的にドア叩き見られ不穏・興奮ある為、開放観察見送っている。引き続き精神・身体症状の変化に注意して観察・看護介入し、早期の処遇改善を目指していく。


＜要注目患者様情報＞
なし
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＜田名部Dr診察＞
・椀平　留美子様～本日も脱水・栄養改善目的で点滴2本/日、1日分処方あり。

・袴田　将志様～明日からクロザリル増量となる。増量後の状態観察をするように指示あり。

・三村　れい子様～ＡＤＬ拡大に向けて、尿道留置カテーテル抜去可の指示あり。

・野坂　翔様～胸痛の訴えあり、心電図では異常所見なし。安定した睡眠もとれていない様子。本日就床前薬よりエスゾピクロン錠1㎎を6日分処方、本日夕からロラゼパム錠（0.5）が追加処方となる。

・早狩　千賀子様～下長内科から処方されていた、ツムラ啓脾湯エキス顆粒とウチダのボウイMは飲み切り中止の指示あり。本人より足底の発赤に関して主治医へ確認されるが、そのまま様子を看るよう伝えられている。その後、アルコール依存症治療プログラムStep6を主治医より実施。取組は良好だが、話しの切り上げに時間を要している。

